
 

あとがき 

 昔で言う「定年退職」を迎える年齢 55 歳に 1996 年 7 月に達し、学生時代か

らあこがれ、夢であった全国の仏塔を全て巡礼して回ることを決心した。 

 勿論、暇を見つけながらコツコツと全国行脚して行き、いずれの日にか完遂

できるだろうと漫然とした考えの基に始めたものであった。あれから十余年が

経過し、ようやく全国の石塔を除く仏塔・総数 490基（平成 16年時点の統計）

の巡礼を終えることができた。その中に含まれる、都道府県文化財指定 28基・

重要文化財指定 91 基・国宝指定 28 基の総数 170 基は、古くから地域に親しま

れ、信仰されてきたものである。種類別内訳は、十三重塔 1基・五重塔 22基・

三重塔 92基・多宝塔 55基である。 

 さらにこの中から、地域性を配慮した上で、百塔を選び出し、本稿を作成した。本稿

作成に当たっては、行脚した先々の巡礼メモ、寺のパンフレットや各種文献から抜粋

して置いたメモ等を集めて編集した。写真は、当時世の中に出始めたデジタルカメラ

を購入し、撮影した。カメラは、ソニーサイバーショット SDC-S85 である。最新のデジタ

ルカメラと比較すると画素数が少ないためシャープさに欠けるが、巡礼を一緒にした

今やなつかしい愛蔵品である。 

 本稿は、せめて私の巡礼した足跡を何らかの形で残しておこうと考えて編集したも

のであるが、長年に渡り眠っていたのである。それを、2014 年 4 月に、昔勤めていた

会社の職場仲間である「作本好文氏」が、本稿を目覚めさしてくれた上に、建築技術

開発コンソーシアムのアーカビングに掲載するよう御尽力下さったことにより、世に出

ることになったことを感謝する次第である。 
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